






要約:

母児同室に対する意識調査を妊娠 36 週以降の妊婦と分娩後 5 日の褥婦に行い、母児同室

を経験する前後の意識の変化を、経産婦と初産婦とに分けて分析した。その結果、母児同

室は新生児にとって良いことであるという意識をほぼ前例が持っていることが判明した。

一方、母体にとっては、約 87%のみが良いことであると考えていた。母体に対する意識は、

実際に母児同室を経験すると変化し、母体にとって良いとする頻度は初産婦では低下し、

経産婦では増加した。このような hospital-base の実態をふまえて、母児同室に対する医

療的、精神的支援を行うことの意義について考察を加えた。


